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生体親和性を有する
新規水溶性ポルフィリンの開発

連 絡 先

ポルフィリン誘導体は、生化学分野における蛍光色素や、医療分野における光線力学的療
法（ＰＤＴ）の光増感剤にも用いられており、水溶性を付与したポルフィリン誘導体が合
成されている。しかしながら、これら誘導体はその製造が容易でない欠点がある。また、
生化学分野や医療分野の用途を考慮すると、水溶性とともに脂溶性（油溶性）を兼備する
ことが求められる。そこで、本発明は水溶性が向上したポルフィリン誘導体であって、水
溶性と脂溶性を兼備したポルフィリン誘導体を提供することを課題とする。

本発明では、簡便な合成方法を用いて、ポルフィリン誘導体に水溶性とともに脂溶性を付
与することができる。そのため、微生物や細胞などへの生体親和性が高いという特徴を有
する。また、光による活性酸素（一重項酸素）の発生効率が高いことから、生体試料を用
いた研究をはじめとして、医療分野（ＰＤＴ用途）における光増感剤として好適に利用す
ることができる。
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本発明の使用例：ＰＤＴ療法 （光線力学的療法）

病原

光照射

薬剤の投与 レーザー治療 病原の死滅（治癒）

本発明の
水溶性ポルフィリン


